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甲元健雄教授御退官記念特集号によせて

片 山 忠 雄

甲尤健雄教授は11i.｛和42年3月に御退l団になった。教投は本学の規定による定

年までにあと十年を残しておられる壮年であり，筆者のように外大の月見過し

にけり末二．｛ドはおろか末十年の慇ある徒輩とはことなり，これからも英語＇学科

のために大いに働いていただける）jだけに，なんとかしてご翻、はを願うべく教

寮ー同衆行をあつめ，総）」をあげて努）jはしてみた。しかし，諸般の状況を十

分勘案されて決，認をかためておられた先生をお引留めすることはできなかっ

た。とはし況，掛替のない先生をII.1iならず失った銭念は令なお‘ii'jえないし，今

後ともii'jえることはなかろう。

甲元先生はII{｛和20年3)］本学の前身である）＜阪外’jい、1/1"]学校教長として就任

されて以来—•こ一I打余年にわたって本学の炎晶教行のために）、炸Kされ，令 11, 丈

業界といわず，教ff界といわず社会各方1(1iの中堅として活躍している幾多の人

材を村成された。また森沢教授が‘学長に就任されて以来数年間は炎語学科の上

任教投としてわれわれを勝同され，煩珀な雑務を一手に']|受けて処理していた

だいたご功紐と共に教’ー同の！＆謝に堪えないところである。

先生はその端正な容姿にふさわしく，挙措も上品であり， CardinalNewman 

の描いた紳—士の災徳を数々具備しておられる。無意識のうちにも教主の内外に

おいて学生の受けた感化ははかりしれぬものがあったと息われる。先生はまた

特に深辿な炎文学の造詣に此打ちされた深い，泌みの尖践によって炎文訛解の真

髄を後辿に教示されたことは周知の通りである。

研究者としての先生は晶くからJ.M.Murryに1灯心を＇んせておられたことは

その業績表からもうかがうことができる。その業紐はロマン土義者としてのマ

リの批評の特質を初期の論考からさぐられたものもあれば， 「‘，；；i識」との1月辿

から考究されたもの，さらにマリの批祁における「文体論」の位骰づけをされ

｀たものも含まれている。そのほか社会批，fド家としてのマリの一1(1jを彼の戦侑観

を通して追究された炎文による労作もある。このように多角的にマリの姿を糾

介されているが，いずオしも多年にわたる兵粁もな研究の成県であるだけに，;;,命行は



明快であり． I専引労証によって一段と説得力をましている。さすがに上l]］敏以
来の細心梢数の学統をつぐ人の箪である。これ等の論杓が，り物の形にまとy-ら

れて後辿を碑益する日も閻近いことであろう。

先生の御退官にあたり，先生のご発意に柚いて刊行されるようになった本誌

第6号を特集号として先生に捧げ，ご業績をたたえることは教室ー同の光栄と

するところである。




